
カリキュラムとGraduation Policy(GP)との相互依存関係一覧表

記入者名
記入年月日
学部・研究科名
学科・専攻等名
コース等名

授業科目名 授業科目の主題（箇条書）
（この授業科目における中心となる題目・問題・テーマ等を箇
条書に記入する。）

授業科目の到達目標（箇条書）
（この授業科目の学習後に到達すべき最低限の（行動）目標を学生が主語
で行為動詞を使用して箇条書に記入する。）

(A) 情報および情報
関連分野の技術者と
して社会に対する責
任を自覚し、経済性、
安全性を含めて社会
へ及ぼす影響等を多
面的に考慮しながら、
技術を通じて人々の
幸福を目指すという目
標を理解し、技術的課
題を解決できる能力
を身につけている。

(B) 情報および情報
関連分野の知識と技
術を修得するための
基礎として、必要な
数学、自然科学（物
理、化学）および基本
情報処理技術を身に
つけている。

(C) 情報および情報
関連分野に関する
専門知識と、それを
応用した問題発見お
よび問題解決能力を
身につけている

(D) 情報ｼｽﾃﾑを情
報の表現・蓄積・伝
達・変換に関するﾌﾟﾛ
ｾｽとして捉え、この
情報ﾌﾟﾛｾｽを処理す
るｼｽﾃﾑをｿﾌﾄｳｪｱお
よびﾊｰﾄﾞｳｪｱの融合
体として実現し、運
用するために理論・
分析・設計・実現・評
価の各方面にわたっ
て見渡し、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｻ
ｲｴﾝﾃｨｽﾄ、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｴ
ﾝｼﾞﾆｱあるいはｼｽﾃﾑ
ｴﾝｼﾞﾆｱとして各種技
術開発を推進できる
ことを目標に、専門
学習域のより深い知
識とその応用能力を
身につけている。

(E) 理論的に思考
し、その思考過程と
結果を他者に分かり
やすく口頭および文
書で表現し、自国、
他国を問わず伝達で
きる基礎的なｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝ能力を身につ
けている。

(F) 社会の動向に注
意を払い、社会が求
めている知識・技術
を身につけ、そして
研究開発の場に身を
置くことでその方法を
学び取り、持続的な
問題解決能力を身に
つけている。

線形代数及び演習

線形代数とは行列やベクトルを扱う数学の１分野です。はじ
めに連立一次方程式をはきだし法（消去）と呼ばれる方法で
解くことを学習、　そして座標空間での平面や直線の方程
式、そして３次の行列式などを学習します。そして行列の行
列式や階数などの計算法を学習し、線形空間と線形写像の
基本的な概念や性質を学びます。

　　知識・理解の観点：
１．はきだし法で連立一次方程式が解ける。
２．座標空間での直線や平面の方程式を求めることができる。
３．置換（順列）の符号数が計算できること。
４．行列式の性質を用いて、与えられた行列の行列式が計算できる。特にラ
プラスの展開定理を使いこなせること。
５．部分空間の次元と線形写像の階数の関係を理解すること。
６．行列の固有値、固有ベクトルが求められる。
　　思考・判断の観点：
１．抽象的な思考能力を身につける。
２．応用力を養う。
　　関心・意欲の観点：
物理学や工学などの科学・技術の分野への応用に関心を持つ。

◎ ○

確率統計

確率統計統計学はデータを処理・解析し、そこから情報を引
き出すための学問であるが、そのためには確率の概念－特
に確率分布の諸性質と種類が－が必要不可欠である。講義
では、確率の基本的性質を理解させ、確率分布の諸性質お
よびいろいろな確率分布の特徴を学ばせ、それらを用いて
統計学の仮説検定・区間推定問題を解析することを学ばせ

１）確率概念を理解する。
２）確率変数・確率分布の意味を理解する。
３）確率変数の平均・分散の計算ができるようにする。
４）いろいろな確率分布について学ぶ。
５）具体例を数多く用いて統計的解析の対称集団を理解する。
６）検定－推定問題を確率論の立場から定式化することを学ぶ。

◎ ○

常微分方程式及び演習 常微分方程式の基本について講義する。
微分方程式の概念、解の意味について理解させる。
特に、1階の微分方程式および、物理・工学への応用上も重
要でかつ常微分方程式の基本でもある定数係数の常微分
方程式については詳しく講義し、計算方法を習熟させる。
連立常微分方程式の基本についても講義する。

１．微分方程式とは何か、その解とは何かが理解できる。
２．１階の微分方程式を解くことができる。
３．定数係数の常微分方程式の解法が理解でき、計算に習熟する。
４．特性多項式を構成し、解を求めることができる。
５．連立常微分方程式の解を求めることができる。行列の指数関数に習熟
する。

◎ ○

応用解析I 理工系学問の基礎である応用解析のうち、フーリエ解析の
基本的な考え方を修得させ、フーリエ級数、フーリエ積分を
応用して、工学の研究の中で現れる代表的な偏微分方程式
の解法について学ばせる。

　　知識・理解の観点：
１．与えられた関数の三角関数系によるフーリエ級数展開が正確にできる。
２．フーリエ級数の基本的な概念を理解した上で、偏微分方程式の境界値
問題の解を求めることができる。
３．フーリエ積分やフーリエ変換の基本的な概念を理解した上で、常微分方
程式の初期値問題や偏微分方程式の境界値問題の解を求めることができ
る。
　　思考・判断の観点：
１．論理的な思考過程を通して、問題に取り組むことができる。
２．理解できた部分と理解できない部分が明確に識別できる。
　　関心・意欲の観点：
１．何事にも興味をもち、自ら進んで新しい概念に取り組むことができる。
２．理解できない部分を理解できるまで考え抜く集中力と忍耐力をつける。
３．数学のさらなる勉学意欲を持つ。
　　態度の観点：
１．新しい概念を知り、驚き・喜びを感じ、感動を覚えることができる。
２．数学の必要性を再認識し、より高度な数学に興味を持つことができる。
　　技能・表現の観点：

◎ ○

2006年4月1日
工学部
知能情報システム工学科
昼間コース

学科・研究科等のGraduation Policy(GP)　（◎＝ＧＰ達成のために、特に重要な事項、○＝ＧＰ達成のために、重要な事項、△＝ＧＰ達成のために、望ましい事項）学科・研究科等のカリキュラム

学部・研究科の教育目的（具体的に記述・箇条書き）
1. 科学技術の基本哲学に立脚し、新しい真理や原理を追求し、人類に有益な道具や知的資産を具現化する“もの作り”ができる人材を育てる。

2. 総合的、学際的な教養に立脚し、自らの課題と地球環境や人類全体との関わりについて総合的に考え、判断していく能力のある人材を育てる。

3. 国際的に通用する技術者の養成と生産物に対する責任と倫理観を持つ人材を育てる。

学科・専攻科等の教育目的（具体的に記述・箇条書き）
１．情報および情報関連分野の技術者として社会に対する責任を自覚し、経済性、安全性を含めて社会へ及ぼす影響等を多面的に考慮しながら、技術を通じて人々の幸福を目指すという目標を理解し、技術的課題
を解決できる能力を身につけている。
２． 情報および情報関連分野の知識と技術を修得するための基礎として、必要な数学、自然科学（物理、化学）および基本情報処理技術を身につけている。
３． 情報および情報関連分野に関する専門知識と、それを応用した問題発見および問題解決能力を身につけている。
４． 情報ｼｽﾃﾑを情報の表現・蓄積・伝達・変換に関するﾌﾟﾛｾｽとして捉え、この情報ﾌﾟﾛｾｽを処理するｼｽﾃﾑをｿﾌﾄｳｪｱおよびﾊｰﾄﾞｳｪｱの融合体として実現し、運用するために理論・分析・設計・実現・評価の各方面に
わたって見渡し、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｻｲｴﾝﾃｨｽﾄ、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｴﾝｼﾞﾆｱあるいはｼｽﾃﾑｴﾝｼﾞﾆｱとして各種技術開発を推進できることを目標に、専門学習域のより深い知識とその応用能力を身につけている。
５． 理論的に思考し、その思考過程と結果を他者に分かりやすく口頭および文書で表現し、自国、他国を問わず伝達できる基礎的なｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力を身につけている。
６． 社会の動向に注意を払い、社会が求めている知識・技術を身につけ、そして研究開発の場に身を置くことでその方法を学び取り、持続的な問題解決能力を身につけている。



応用解析II 本授業では、複素関数と複素積分の基本的な概念と計算につ１．複素数を極形式で表現できる
２．複素関数の定義に基づき方程式が解ける。
３．複素積分を計算できる
４．コーシーの積分定理を理解し、具体的な計算に応用できる。
５．コーシーの積分公式の概念を理解し、様々な複素積分を計算できる。
６．複素級数の概念を理解し、計算できる。

◎ ○

応用物理学I 一年次に学んだ基礎物理学I、II（力学、電磁気学）に引き続いて、波動、
光、熱力学の基礎を学び、これらを物理現象として正しく認識し、工学系の
分野に応用するための素養を養う。

　　知識・理解の観点：
1.一般的な波の表現方法を修得し、力学的手法に基づいて具体的な波の波動方程式を導く。
2.波の一般式を用いて、波の干渉による光の強度を導く。
3.熱力学における状態量、熱と仕事、準静的状態変化と熱力学第1法則との関係を理解す
る。
　　思考・判断の観点：
1.波の反射の一般論と固有振動を理解する。
2.光の波動論と回折現象を理解する。

◎ ○

応用物理学II 最初に，熱平衡にある系に対して温度・体積などのマクロな物　　知識・理解の観点：
1. 熱力学、統計力学に共通した数学的記述の基礎と概念を説明できる。
2. 熱力学における圧力、温度、体積の間の関係を説明でき多粒子系への拡
張と、ミクローマクロの関連を理解できる。
　　思考・判断の観点：
1. 与えられた問題について適切に判断し正しい物理式を使うことが出来る。
2. 計算式を使って得られた結果が正しいオーダーを与えているか、単位は
正しいかを正確に判断することが出来る。

◎ ○

情報工学実験及び演習I ハードウェア・ソフトウェア実験を通して，計算機工学，知能工学および応
用システム工学に関する知識を確認する。

・（テーマ1：アナログ回路）　アナログ回路の代表例として、演算増幅器（オペアンプ）の基礎
理論及び典型的な利用法を修得する。
・（テーマ２：デジタル回路）　デジタルICゲート素子の特性を理解し、基本的な利用法を修得
する。
・（テーマ３：論理回路）　論理装置を実現する際の基本回路であるフリップフロップ(Flip-Flop:
FF)、レジスタ回路(Register)、加算機(Adder)のそれぞれを論理ゲートで構成し、その動作を理
解する。また、これらの回路を組み合わせて、電子計算機の演算装置の中心である累算器
(Accumulator)を構成し、演算機構の仕組みと動作を理解する。
・(テーマ４：データ構造とアルゴリズム)　グラフ(graph)を表すためのデータ構造を学び、無向
グラフのオイラー回路を求める効率の良いアルゴリズムを実現することを通じ、C言語におけ
るポインタと構造体を用いたデータ構造について理解する。
・(テーマ５：システム制御)　周波数応答特性を理解し、システムの入出力関係を理解する。
ボード線図の意味を理解する。
・(テーマ６：数値計算)　数値計算を行う際に必要になる最低限の数値計算プログラミングに
ついて修得する。

△ △ ◎ ◎ ◎ △

情報工学実験及び演習II ネットワーク関連及びマルチメディア表現技術の基礎及びハードウエア基
礎についての実験を行う。

・（テーマ1：ローカルエリアネットワークの環境設定）
　ローカルエリアネットワークを設計し、それをLinuxによって実現する方法を習得する。
・（テーマ２：ネットワークサーバの構築）
　現在、最も標準的なWebサーバソフトapacheのインストールと設定を通して、ネットワーク
サーバの基本的な知識を習得する。また同時に、HTMLを用いたホームページ作成に関する
基本的な技術を身につける。
・（テーマ３：ネットワークプログラミング）
　プロセス間通信について学習し、クライアント・サーバモデルのシステムを実現するプログラ
ミングの基礎技術を習得する。
・(テーマ４：データベース)
　オープンソースのデータベース管理システム(Data Base Management System: DBMS)であ
るPostgreSQLとスクリプト言語であるPHPを連携してWebシステム上で住所録データを管理す
るデータベースを構築し、その技術を習得する。
・(テーマ５：コンピュータグラフィックス)
　簡単なスプライン曲線を描くことを通じて、コンピュータグラフィックスと数理がどのように関
係しているかを理解する。
・(テーマ６：信号処理)
　実際に外部信号をコンピュータ内に取り込み、高速フーリエ変換を用いた周波数解析の基
礎を確認する。

△ △ ◎ ◎ ◎ △

ものづくり創成実習I ものづくり創成実習Iハードウェア分野、ソフトウェア分野から
それぞれ一つづつ大まかな課題（ＡコースまたはＢコース）を
選択し、詳細な課題は自ら設定し、その問題を解決する。

Ａコース
(テーマ1：画像処理)
　基本的な画像処理手法を習得し、それらの手法を画像処理問題へ応用で
きるようになる。

Ｂコース
(テーマ３：ハードウェア記述言語によるマイクロプロセッサ設計及びアセンブ
リプログラミング)
　ハードウェア記述言語を用いた論理回路設計を通して、LSI設計の流れを
理解する。また、情報処理技術者試験のアセンブラ言語CASL IIが動作する
仮想マシンCOMET IIを設計することにより、COMET IIのアーキテクチャと、
そのアセンブラ言語CASL IIについて理解する。

△ △ ◎ ◎ ◎ △

ものづくり創成実習II ハードウェア分野、ソフトウェア分野からそれぞれ一つづつ
大まかな課題（ＡコースまたはＢコース）を選択し、詳細な課
題は自ら設定し、その問題を解決する。

Ａコース
(テーマ４：ディジタル信号処理)
　ディジタル信号処理の基礎理論を習得し、その理論をディジタル信号処理
専用ハードウェア(Digital Signal Processor: DSP)を用いて実現する。

Ｂコース
(テーマ２：創造的コマンドウェアの作成)
　自ら設計したソフトウェアの実現を通して、自主的に学習する能力と計画的
に仕事を進める能力を養う。

△ △ ◎ ◎ ◎ △

プログラミングI コ－ディングの基本を身につけるとともに、プログラム言語の
一つであるＣ言語に関する基礎知識・基本文法を学び、プロ
グラムの作り方を習得する。

　　知識・理解の観点：
1)コ－ディングの基本がわかる。
2)Ｃ言語の特徴を述べることができる。
3)Ｃ言語の開発手順について説明できる。
4)デ－タと変数の型について理解し、必要に応じて使い分けられる。
5)代入演算子の使い方を理解し、説明できる。
6)条件判断と繰り返し処理を必要に応じて使い分けられる。
7)配列を理解し、適切に使うことができる。
8)関数を理解し、適切に使うことができる。
　　思考・判断の観点：
与えられた問題に対して、計算アルゴリズムを考えることができ、プログラム
化できる。

○ ◎



プログラミング演習I Ｃ言語を用いたプログラミング演習を簡単な例題を用いて行
い、プログラミングの基礎について学ぶ。

　　知識・理解の観点：
1)コ－ディングの基本がわかる。
2)Ｃ言語の開発手順を理解し、実際に実行できる。
3)データと変数の型について理解し、使うことができる。
4)代入演算子の使い方を理解している。
5)条件判断と繰り返し処理を理解し、使うことができる。
6)配列を理解し、適切に使うことができる。
7)関数を理解し、適切に使うことができる。
　　思考・判断の観点：
与えられた課題に対して、計算アルゴルズムを考え、プログラム化できる。

○ ◎

プログラミングII プログラム言語のひとつであるC言語に関する基礎知識・基
本文法を学び、プログラムの作成方法を習得する。また、並
列プログラミング・オブジェクト指向プログラミングの概念を学
ぶ。

　　知識・理解の観点：
ポインタ・構造体・ファイル処理の概念を理解し、適切に使い分けることがで
きる。並列プログラミング・オブジェクト指向プログラミングの概念を的確に説
明することができる。
　　思考・判断の観点：
与えられた問題を分析し、プログラムを設計することができる。

○ ◎

プログラミング演習II 授業の概要
実際にC言語のプログラムを作成することによって、基礎知
識・基本文法を理解する。

　　知識・理解の観点：
ポインタ・構造体・ファイル処理の概念を理解し、適切に使い分けることがで
きる。
　　思考・判断の観点：

○ ◎

離散数学II アルゴリズム解析に必要な関数の評価方法とオーダ記法に
ついて講義する．また，ネットワーク解析などの多くの問題の
解決に役立つグラフ理論の基礎を講義する．

・関数の漸近的な大小比較ができる．
・グラフを用いて事象をモデル化できる．
・グラフの諸定義を説明できる．
・グラフ探索，オイラー回路，最小全域木を求めることができる．
・連結度，平面的グラフ，彩色などに関する基礎事実を説明できる．

◎ ○

応用線形代数 前期で学んだ「線形代数及び演習」に引き続き，線形空間，
線形写像，内積、固有値・固有ベクトルなどについて学ぶ。
特に、計算法のみでなく、数学的な議論、考え方、証明の方
法などについても学ぶ。

1）前期に引き続き，行列の計算法を習得する．
2）線形空間の概念を理解し，次元や基底の求め方，正規直交基底の計算
法を習得する．
3）線形写像の概念を理解し，基底変換，直交変換，座標変換等の計算法を
習得する．
4）固有値と固有ベクトルの概念と計算法を理解し，さまざまな行列の対角化
手法を習得する．

◎ ○

論理数学 デジタル回路の数学的基盤であるブール代数と計算機科学
に多くの応用をもつ記号論理学や代数学に関する知識を与
える.

1）集合、関係、写像の基礎を理解する。
2）群、環、体の代数系の概念を理解する。
3）ブール代数を理解し、デジタル回路との関係を把握する。
4）命題論理、述語論理の基礎を理解する。

◎ ○

電気回路 電気電子回路網を設計するために必要な基本的な電気回
路網理論について学ぶ。

1）キルヒホッフ法則を理解する．
2）直流回路網方程式が立てることができ，それを解くことができる．
3）正弦波交流回路の回路方程式を立てることができ，それを解くことができ
る．
4）正弦波交流のフェ－ザ表現を理解し，フェ－ザ表現を用いて回路網方程
式を立て,それを解くことができる．
5）回路理論における重要定理（重ね合わせの理，テブナン，ノートンの定

△ ◎ ◎

電子回路 ダイオードおよびトランジスタの動作や特性を説明する。そし
て、これらを用いたアナログ電子回路に関する基礎事項を説
明する。すなわち、トランジスタを用いた増幅器、演算増幅器
を用いた各種増幅器、トランジスタや演算増幅器を用いた発
振回路の設計や解析の方法を解説する。

　　知識・理解の観点：
電子回路の役割を説明できる。
　　思考・判断の観点：
増幅器における電子素子の動作が説明でき、特性を解析できる。
　　関心・意欲の観点：
電子回路の電子機器での使われ方、応用を考えることができる。
　　態度の観点：
電子回路の動作を通して物理的観察を持つことができる。

△ ◎ ◎

電子回路 ダイオードおよびトランジスタの動作や特性を説明する。そし
て、これらを用いたアナログ電子回路に関する基礎事項を説
明する。すなわち、トランジスタを用いた増幅器、演算増幅器
を用いた各種増幅器、トランジスタや演算増幅器を用いた発
振回路の設計や解析の方法を解説する。

　　知識・理解の観点：
電子回路の役割を説明できる。
　　思考・判断の観点：
増幅器における電子素子の動作が説明でき、特性を解析できる。
　　関心・意欲の観点：
電子回路の電子機器での使われ方、応用を考えることができる。
　　態度の観点：
電子回路の動作を通して物理的観察を持つことができる。

△ ◎ ◎

デジタル回路 論理設計技術を習得するための基礎力をつける。
組み合わせ回路、順序回路の論理回路の基礎と応用につ
いて学ぶ。

　　知識・理解の観点：
論理ゲートによって、組み合わせ回路の設計ができる。
与えられた課題について、状態遷移図がかける。
カウンタや、シフタの論理の意味を理解し、回路図が書ける。
　　思考・判断の観点：
自分の力で、論理回路の工夫ができること。
　　関心・意欲の観点：
演習に取り組む姿勢。
演習において、前に出て黒板に回答を積極的に書ける。
　　態度の観点：
出席をきちんとする。やむを得ず休む場合は、欠席届を出す。

△ ◎ ◎

デジタル回路 論理設計技術を習得するための基礎力をつける。
組み合わせ回路、順序回路の論理回路の基礎と応用につ
いて学ぶ。

論理ゲートによって、組み合わせ回路の設計ができる。
与えられた課題について、状態遷移図がかける。
カウンタや、シフタの論理の意味を理解し、回路図が書ける。
　　思考・判断の観点：
自分の力で、論理回路の工夫ができること。
　　関心・意欲の観点：
演習に取り組む姿勢。
演習において、前に出て黒板に回答を積極的に書ける。
　　態度の観点：
出席をきちんとする。やむを得ず休む場合は、欠席届を出す。

△ ◎ ◎



論理設計 論理回路の設計技術を習得する。
実際の設計技法を学ぶと共に，ハードウェアの設計自動化
および超大規模システム実現方法の基本知識を習得する。

　　知識・理解の観点：
論理回路基本ゲートの習得。組み合わせ回路の設計技法。
順序回路の設計技法。
効率の良い論理回路が設計できること。
　　思考・判断の観点：
与えられた仕様に基づいて、自分の力で論理回路が設計できること。
　　関心・意欲の観点：
与えられた仕様の論理回路を自分の力で設計し、ブール代数やカルノー図
を工夫することによって効率の良い設計図に仕上げることに関心を持っても
らう。
　　態度の観点：
演習において、黒板に出て結果を表現するよう、積極性を発揮してもらう。
　　技能・表現の観点：

△ ◎ ◎

論理設計 論理回路の設計技術を習得する。
実際の設計技法を学ぶと共に，ハードウェアの設計自動化
および超大規模システム実現方法の基本知識を習得する。

　　知識・理解の観点：
論理回路基本ゲートの習得。組み合わせ回路の設計技法。
順序回路の設計技法。
効率の良い論理回路が設計できること。
　　思考・判断の観点：
与えられた仕様に基づいて、自分の力で論理回路が設計できること。
　　関心・意欲の観点：
与えられた仕様の論理回路を自分の力で設計し、ブール代数やカルノー図
を工夫することによって効率の良い設計図に仕上げることに関心を持っても
らう。
　　態度の観点：
演習において、黒板に出て結果を表現するよう、積極性を発揮してもらう。
　　技能・表現の観点：

△ ◎ ◎

電子計算機 コンピュータの基本構成や基本動作を概観した上で、命令
語、演算処理、制御処理などの細部を述べ、記憶装置や入
出力装置やその高速化、大容量化などに関する技術を説明
する。

　　知識・理解の観点：
１）コンピュータの基本構成や基本動作を理解する。
２）アセンブラによるプログラミングを理解する。
３）マイクロコンピュータの設計の基礎力を養う。
４）周辺機器とのインターフェース設計の基礎力を養う。
　　関心・意欲の観点：
コンピュータの構造や動作について関心を持つこと。
　　態度の観点：
機械語の演習には、積極的に理解に努めること。

△ ◎ ◎

オペレーティングシステム オペレーティングシステムはコンピュータシステムを構成する
ハードウェア資源やソフトウェア資源を管理する基本ソフト
ウェアであり、ユーザに使いやすいコンピュータを提供する。
　オペレーティングシステムにおける基本概念およびオペ
レーティングシステムの機能とその実現技法を講義する。

　　知識・理解の観点：
１．オペレーティングシステムの役割を説明できる．
２．オペレーティングシステムの構成と各構成要素の機能を説明できる．
３．各機能の実現技法を説明できる．
　　思考・判断の観点：
１．類似の問題を解決できる。
　　関心・意欲の観点：
１．コンピュータの動作・機能に関心を持つ。

◎ ◎

情報理論 コンピューターの中では、文字や画像などの様々な情報は０
と１で表現されている。またこうした情報が、通信路を通して
やり取りされている。情報理論の講義では、情報の効率的な
表現と正確な通信のための理論と方法を学習する。

１．以下の概念を理解すること。
　　情報量、エントロピー、平均符号長、相互情報量、通信路容量
２．情報源符号化定理と通信路符号化定理を理解すること。
３．ハフマン符号、ハミング符号の意味づけとその実現方法を理解すること。

△ ◎ ◎

情報通信工学 情報を物理量である信号に変換し、有線伝送路又は無線伝
送路を経て、効率良く伝送する方法を講述する。まず、信号
と雑音の取り扱い方、伝送路の特徴を説明した上で、アナロ
グ変調、ディジタル変調の方法と特徴を解説する。そして、有
線伝送路および無線伝送路からなる通信ネットワークの構
成と特徴を説明する。

　　知識・理解の観点：
情報通信システムにおける信号伝送の役割を説明できる。
　　思考・判断の観点：
アナログ変調、ディジタル変調の基本的な動作を説明でき、特性を解析でき
る。
　　関心・意欲の観点：
有線通信、無線通信の役割分担、応用を考えることができる。
　　態度の観点：
情報通信システムにおいて、物理系に対する数理的適用の感覚を持つこと
が

△ ◎ ◎

アルゴリズム論 アルゴリズムを実現する際に不可欠となるデータ構造ならび
にソーティンなど基礎的なアルゴリズムを学ぶ．

　　知識・理解の観点：
・各種アルゴリズムの計算量を評価できるようになること．
・「データ構造」がアルゴリズム設計において必要不可欠な構成要素である
ことを認識し，その扱いに慣れること．
・離散的な問題を対象とする各種の定番アルゴリズムに関する知識を常識と
して会得すること．
　　思考・判断の観点：
・計算量の重要性を直感的に認識すること．

◎ ◎

パターン認識 統計的パターン認識におけるBayes識別系の設計理論、及
び誤識別率の推定に関する基礎理論を習得することを目的
とする。

　　知識・理解の観点：
・Bayes識別理論の概念を説明できる。
・Bayes誤識別率の理論値を計算できる。
・線形識別器を設計できる。
・２次識別器を設計できる。
・学習（推測）に関する基礎的概念を説明できる。
・誤識別率を推定できる。
　　思考・判断の観点：
設計の妥当性を直感的に判断できる。

◎ ◎

数理計画法I 種々の最適化計画手法の内、主として線形計画法の基礎的
な理論と計算手法を理解し、実際問題への適用例を通して
工学システムの計画・設計・運用管理における最適化の意
義を理解する。

　　知識・理解の観点：
１．問題の定式化ができる。
２．得られる最適解の意味づけが理解できる。
３．与えられた条件が変更になった場合にも応用できる。
　　思考・判断の観点：
１．問題の定式化の過程が説明できる。
２．得られる最適解の意義が説明できる。
３．どのような応用が可能となるか説明できる。
　　関心・意欲の観点：
１．予習、復習を助けるためのプリントなどを準備する。
２．パワーポイントなどの視覚的なツールの利用により、わかりやすいプレゼ
ンテーションを心がける。
　　態度の観点：
１．授業時間に遅れたり、授業中に居眠りをしたり、授業に関係のないレ
ポートを作成したりしないこと。
２．不明な点は授業中、授業後に積極的に質問すること。
３．授業中に必ずメモをとるように心がけること。

◎ ○ ○



システム理論 物理，自然現象等のモデル化手法および微分方程式と現象
との関連を概説し，その挙動特性解析手法を講義する．

　　知識・理解の観点：
1.常微分方程式の解が求められる．2.解の性質(安定性)と固有値の関係を
理解している．3.解挙動と係数の関係を理解している．4.固有ベクトルが求め
られる．
　　思考・判断の観点：
1.常微分方程式を用いて工学における現象をモデル化できる．
　　関心・意欲の観点：

○ ◎ ○

システム制御I システム制御の概念を理解し、システムが持つ特性を時間
領域と周波数領域の双方から調べる方法について説明す
る。また、システムの安定性を調べたり不安定なシステムを
安定化するための方法について説明する。要するに、所謂、
古典制御理論の基礎を講義する。

1. ラプラス変換を用いて微分方程式が解ける。
2. システムを伝達関数によって表現しブロック線図を描くことができる。
3. システムの過渡応答と周波数応答を調べることができる。
4. 制御系の安定性を調べることができる。
5. システムの制御性能を調べることができる。

△ ◎ ○

システム設計 （１）システム開発の基礎となるシステム分析の手法を理解
する。
（２）システム開発のプロセスと、各プロセスに必要となる基
礎知識を習得する。
（３）システム開発に要するアイディアの出し方、整理の仕方
を修得する。
（４）スケジュール管理の基本を習得する。
（５）システムを実現するための各種ソフトウェアの特色を理
解する。

本科目は、知能情報システム工学科の学習・教育目標のう
ち、以下の項目に該当する：
(C)の(1) 理論から問題分析・設計までの知識と応用能力を
身につける．
(D)の(3) 情報プロセスの実際的実現のための設計・製作に
おいて，特にソフトウェアによる実現方法を習得する．

　　知識・理解の観点：
以下のような、システムを開発する際に必要となる基礎知識を理解する。
・ソフトウェアの開発手法
・要求分析・設計手法
・プログラム言語
・プログラミング手法
・テストレビューの手法
・システムの運用
・システムの保守
・スケジュール管理
　　思考・判断の観点：
システム開発に要する知識の収集、整理、意志決定法について、以下のよう
な創造工学の分野の手法を理解する。
・ブレーンストーミング
・ブレーンライティング
・ＫＪ法
・シナリオライティング法
・５Ｗ１Ｈ法
・デル・ファイ法
　　関心・意欲の観点：
社会で実際活用されているシステムを知る事により、講義内容と実際のシス
テム開発の関連性を理解し、システム開発に関する興味を持つ。

△ ◎ ○

数値計算 この講義では、科学技術計算を行う際に必要となる最低限
の数値計算手法を習得する。

　　知識・理解の観点：
1)いろいろな現象を微分方程式で記述することができる。
2)連立一次方程式をガウス法、コレスキ－法で解くことができる。
3)補間法を用いて、デ－タ間の任意の値を推定することができる。
4)与えられた関数を数値積分法を使って積分することができる。
5)モンテカルロ法について説明でき、使うことができる。
6)代数方程式をニュ－トンラプソン法を用いて解くことができる。
7)行列の固有値と固有ベクトルをべき乗法等で求めることができる。
8)微分方程式の初期値問題を解くことができる。
9)微分法方程式の境界値問題を差分法で解くことができる。
10)高速フ－リエ変換の計算アルゴリズムが理解できている。
　　思考・判断の観点：
工学問題に対して数値計算手法を適用することができる。

◎ ◎ ◎

情報倫理 インターネットを利用する際のルールやマナーとしての情報
倫理と技術者として意識しなければならない技術者倫理を学
ぶ。

　　知識・理解の観点：
・情報倫理についての基本的事項を習得すること。
・技術者倫理についての基本的事項を習得すること。
　　思考・判断の観点：
実社会で問題となっている課題（テーマ）に対して的確に判断する能力を身
につけること。
　　技能・表現の観点：
主張したい事柄を的確に表現できる日本語能力を身につけること。

◎ △ ◎ ◎

卒業論文 社会の動向に注意を払い、社会が求めている知識・技術を
身に付け、そして研究開発の場に身を置くことでその方法そ
の他を学び取り、持続的な問題解決能力を養う。また、論理
的に思考しその思考過程と結果を他者に分かりやすく口頭
及び文書で表現する能力及び国際的に通用するコミュニ
ケーション基礎能力を養う。

　　知識・理解の観点：
・研究開発するための基礎的知識・技術を活用できる。
　　関心・意欲の観点：
・自主的，継続的に学習できる。
・自立して計画的に仕事を進められる。
　　技能・表現の観点：
・論理的で分かりやすい文章を書くことができる。
・一定時間内で報告書を作成できる。
・論理的にコミュニケーションし、必要に応じて説明と討論ができる。
・研究開発するための基礎的知識・技術を身に付ける。
　　その他の観点：
・自分の業務の簡単な概要説明・要旨を英語で記述できる。
・社会の動向を把握し説明できる。

◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○

マルチメディア工学 マルチメディアは「複合媒体」であるが、文字や画像、音声、
映像などの電子的な複合であるが、インターネットでの双方
向の通信が可能な媒体となってきている。そこで、インター
ネットでのWebブラウザが取り扱えるマルチメディアの構造や
マルチメディアの制御について解説する。特に、Java言語を
用いたマルチメディアの作成方法、加工方法などにの動的な
メディアについて、比較しながら論述する。そして、Java言語
によるマルチメディア技術が習得できるようにシミュレーショ
ン実習もかねる。

　　知識・理解の観点：
マルチメディアの役割・技術を説明できる。
　　思考・判断の観点：
マルチメディアを情報論的に述べることができる。
　　関心・意欲の観点：
マルチメディアに関心を持ち、応用を考えることができる。
　　態度の観点：
積極的に授業に臨み、他人と協調しながら議論に参加できる。
　　技能・表現の観点：
マルチメディア技術を他人に分かりやすく説明できる。
　　その他の観点：
文字や画像、音声、映像などの電子的な複合であるマルチメディアを、自由
自在に設計、作成、加工出来ることを目標とし、特に、Java言語を用いて、テ
キスト・エディタの設計・製作、画像処理や画像フィルタ設計・処理、音声ファ
イル処理、３次元グラフィックスなどのマルチメディア構造の理解と制御につ
いての基礎を習得する。

○ △ ◎ ◎ ○ ○

情報ネットワーク 計算機によるネットワークの利用目的を概観したのち，ネット
ワークの実現について学ぶ。とりわけLANの技術とLANを用
いるシステムの構成の理解を目的とする。

　　知識・理解の観点：
情報ネットワークの役割，機能を説明できる。
　　思考・判断の観点：
アーキテクチャとプロトコルを選択，運用できる。
　　関心・意欲の観点：
新しい情報ネットワーク技術に適応できる。

○ ◎ ◎ ○ ○



言語とオートマトン 現代のコンピュータにおける計算の原理を論理的に理解す
るための必須の知識である”オートマトン理論”と，プログラミ
ングなどソフトウェア開発に重要な役割を果たす”形式言語
理論”のうち，既に評価の定った重要なテーマについて学習
する．

・順序器械、有限オートマトンの概念を説明できる．
・簡単な有限オートマトンが設計できる．
・最簡な有限オートマトンが設計できる．
・非決定性有限オートマトン，ε動作を持つ有限オートマトンから，それらと
等価な決定性有限オートマトンが設計できる．
・有限オートマトンと正則表現との等価変換ができる．
・形式文法の概念が説明できる．
・有限オートマトンと正則文法との等価変換ができる．
・各種オートマトンと形式文法の等価性が説明できる．

○ ◎ ○

プログラミング言語論 プログラミング言語は命令型言語，関数型言語，論理型言
語，オブジェクト指向言語に分類できる．これらの理論的な
基礎概念を講述するとともに，それぞれを代表するプログラ
ミング言語を取り上げ，それらの特徴と相違点について講述
する．

　　知識・理解の観点：
１．命令型言語を説明できる。
２．関数型言語を説明できる。
３．論理型言語を説明できる。
４．オブジェクト指向を説明できる。
　　思考・判断の観点：
１．プログラミング言語の特徴を指摘できる。
　　関心・意欲の観点：
１．いろいろなプログラミング言語に興味を示す。

○ ◎ ◎

言語処理系 コンパイラは高級言語で書かれたプログラムをコンピュータ
で実行可能なコードに変換するソフトウェアである．
コンパイラの処理の流れと処理の基礎である考え方，コンパ
イラを構成するための技法を講述する．

　　知識・理解の観点：
１．コンパイラの処理の流れを説明できる．
２．字句解析の考え方と技法を説明できる．
３．構文解析の考え方と技法を説明できる．
４．記号表の役割と，中間言語の意義を説明できる．
５．実行時環境と，コード生成の技法を説明できる．
　　思考・判断の観点：
１．エラーメッセージの意味が分かる。

◎ ◎

データベース 伝統的データベース技術からエキスパートシステム、オブ
ジェクト指向そして知的データベースへと発展の歴史を通し、
データベース技術の基礎を学ぶ。

本科目は、知能情報システム工学科の学習・教育目標のうち、以下の項目
に該当する：(D) 情報プロセスをソフトウェアとハードウェアの融合体として実
現し運用するための理論・設計・評価に関するより深い知識とその応用能力
を養う．

◎ ◎

人工知能 人工知能とは人間がもつ高度な情報処理機能を調べ，これ
を機械的に実現することをめざした学問分野である．本講義
では，人工知能に関する基礎的事項を学ぶことを目標とす
る．また人工知能の応用分野についても解説する．

　　知識・理解の観点：
（１）問題の解決：状態空間内部の解を効率的に探索する方法を習得する．
（２）論理と推論：対象を論理的に表現し解の探索を行なう手法を習得する．
（３）知識の表現と利用：知識の表現方法を習得しその応用としてのエキス
パートシステムを理解する．
　　思考・判断の観点：
コンピュータによる問題解決をするための基本的な考え方を身につける．
　　関心・意欲の観点：
いろいろな問題に対して自ら積極的にアプローチをして問題を解決するとい
う態度を身につける．

◎ ◎

ニューラルネット 脳の神経回路網を模倣した人工的な神経回路網（以下
ニューラルネットワークと呼ぶ）の構成とそれを用いた各種情
報処理方式について講義する.ニューラルネットワークはあら
ゆる非線形関数を構成可能で、システムを入力から出力へ
の非線形関数ととらえるとシステムのモデルをニューラル
ネットワークで表現できる。このような観点から、本講義は、
学科の学習・教育目標のうち、「（Ｄ）(3) 情報システムのモデ
ル化とその検証に関する。」に深く関係する．

　　知識・理解の観点：
ニューラルネットワークの種類とそれぞれの機能を理解する。
　　態度の観点：
講義,レポート作成に真面目に取り組む
　　技能・表現の観点：
ニューラルネットの一部の機能をＣ言語プログラミングにより表現し，その機
能をコンピュータ上で実現する．

◎ ◎

コンピュータグラフィックス 簡単なコンピュータグラフィックスを Visual C++ を利用して作
成し、またその背後にある数理を学んでいきます。講義は、
計算機室における実習を主体として、講義室による理論の
解説を適宜織り交ぜながら進行していく予定です。

　　知識・理解の観点：
座標変換、投影法、形状モデルと陰面処理、シェーディングとポリゴンモデ
ル、
レイトレーシングの概念を理解する。
　　技能・表現の観点：
座標変換、投影法、形状モデルと陰面処理、シェーディングとポリゴンモデ
ル、
レイトレーシング、マッピングを用いた簡単なコンピュータグラフィックスを

◎ ◎

デジタル画像処理 デジタル画像処理は、情報工学の中で最も重要な分野のひ
とつであり，産業や医学などさまざまな分野において必要不
可欠な基本技術である。本講義では、画像のデジタル化に
ついて解説し，2次元画像上の種々の画像処理技法を解説
する

　　知識・理解の観点：
（１）画像のデジタル化について理解する．
（２）画像の統計的性質について理解する．
　　思考・判断の観点：
（１）画像処理の手法を習得する．
（２）画像の特徴抽出手法を習得する．
（３）二値画像処理の手法を習得する．
　　関心・意欲の観点：
（１）産業や医学における種々の画像処理に対して強い関心を持つ．

◎ ◎

信号処理 情報の担い手である信号、特に時間信号波に対する基本的
性質や処理方法についての基礎的事項を説明する。

1. 確定信号の周波数分析を行う方法を説明できる。
2. 音声等の不規則信号がもつ振幅特性や周波数特性を調べる方法を説明
できる。
3. 雑音を含む信号のろ波について説明できる。

○ ◎

システム制御II 現代制御理論を用いたシステムの設計・解析方法を理解す
ることを目的とする。

状態方程式を用いてシステムの表現ができ，可制御・可観測，リヤプノフの
安定性が判別でき，動的計画または最大原理を用いて最適制御システムが
構成できる．

△ ○ ◎



応用統計学 確率・統計の基礎知識を修得し，統計的データ処理への応
用力を養うことを目的に講義する．
授業では、可能な限り応用問題に関する課題を与えて理解
を助け、実データを読み、相関を見いだし、推定を求め、変
化が読めるようにする。

　　知識・理解の観点：
１．確率統計の基本事項が理解できる。
２．実用問題に対して得られる解の意味づけが理解できる。
３．与えられた条件が変更になった場合にも応用できる。
　　思考・判断の観点：
１．解の導出過程が説明できる。
２．得られる解の意義が説明できる。
３．どのような応用が可能となるか説明できる。
　　関心・意欲の観点：
１．予習、復習を助けるためのプリントなどを準備する。
２．パワーポイントなどの視覚的なツールの利用により、わかりやすいプレゼ
ンテーションを心がける。
　　態度の観点：
１．授業時間に遅れたり、授業中に居眠りをしたり、授業に関係のないレ
ポートを作成したりしないこと。
２．不明な点は授業中、授業後に積極的に質問すること。
３．授業中に必ずメモをとるように心がけること。
　　その他の観点：
１．予習、復習を心がけること。

◎ ○ ○

システム工学 まず情報化社会の状況、情報システムの機能、情報技術者
の課題についてごく簡単に要約する。その上で、社会システ
ムを含むシステム一般を対象としてその計画と管理のため
に有用となるシステム手法および経営科学の手法（オペレー
ションズリサーチの手法、または単にＯＲ手法ともいう）を中
心に講義する。最後に情報システムの具体例として、交通情
報システムをとりあげ、これをとおしてシステム構築に必要と
なる知識や技術について例示する。

情報化社会の中で情報技術者に課せられた課題について説明できる。
システムとＯＲの全体概要を説明できる。
最短路問題、ＩＳＭ、ＰＥＲＴの計算ができる。回帰分析と時系列予測の考え
方を説明できる。
品質管理の方法と手順、待ち行列理論の基本的考え方、ゲーム理論の考え
方を説明でき、
意思決定理論と情報の価値について説明できる。
情報システム構築に必要な知識と技術について例を示して説明できる。

○ ◎

数理計画法II まず数理計画法全体の構成とその意義についてごく簡単に
要約する。その上で、整数計画法および非線形計画法など
の最適化手法に重点をおいてその基礎的な理論と計算法に
ついて講義する。さらに遺伝的アルゴリズムやソフト最適化
についてその基本的な考え方について解説する。計算法に
重点をおくが、その計算法をとおして数理計画法の理論や考
え方が理解できるように講義する。

数理計画法の意義と構成について説明できる。
線形計画法の要点を説明できる。
割当て問題や分枝限定法の計算ができる。
凸関数の判定ができる、最適性の条件を応用できる。
非線形最適化問題の基本的な解法を応用できる。
遺伝的アルゴリズムなどの初歩的な計算ができる。

○ ◎

信頼性工学 通信、経済、福祉、医療、ライフライン関連などの情報システ
ムは、市民生活や企業活動にとって不可欠で重要なサービ
スを提供しており、高い信頼性が要求される。一方、ユー
ザーは高信頼度で安全なハードウェア・ソフトウェアの製品を
求めている。本科目では、信頼性の考え方と基礎理論を学
び、安全で安心な情報システムの設計・管理に役立つ知識
を身につける。また、情報技術者としてシステムの障害やト
ラブルに備え、緊急時に適切な対応策をとれるよう、リスクマ
ネジメントと危機管理について理解を深める。

　　知識・理解の観点：
確率分布で表される信頼度関数、故障確率密度関数、故障率等の関係式を
説明できる。
保全性・アベイラビリティ等の基本知識を身近な問題に適用できる。
システム信頼性の予測と配分、故障モード解析・故障の木解析の意味と手
法を理解している。
情報システム設計や安全管理におけるリスク・マネジメントや危機管理の役
割と手法を説明できる。
　　思考・判断の観点：
情報システムやライフラインシステムの信頼性を高める方法、福祉や医療
サービスの安全管理や事故防止等に関する時事問題に対して、自分の意
見や考えを文章にまとめ表現できる。
　　関心・意欲の観点：
信頼性、リスクマネジメントや安全性に関する課題について、自ら積極的に
図書や文献を検索し、得られた知識を適切に取捨選択して要約し、それに
対する自らの意見や提案をわかりやすい文章にまとめ、しっかりしたレポー
トを作成できる。

◎ ○ ○ ◎

情報と職業 情報化技術(Information Technology: IT)が社会をどのように
変えてきたのか，それに伴いビジネスがどのような変化を遂
げてきたのかについて学ぶ．さらに，今後，情報社会を生き
抜いていく上で必要となるであろう，コンピュータやインター
ネットを活用して可能になった新しいビジネスについて学ぶ．

　　知識・理解の観点：
情報化により何がもたらされ，それにより社会全体がどのような変化を遂げ
たのかについて正しく理解する
　　思考・判断の観点：
情報技術の利便性と必要な社会的コストの関係について正しく理解する

◎ ○ ○ ◎ ◎

インターンシップ 興味ある業種の会社で働くという体験を通して、大学で学ぶ
ことの目的を明確にし、また、就職活動する際の企業研究や
業種選びに活かすことを目的とする。

授業の到達目標
　　関心・意欲の観点：
インターンシップ企業での積極性、協調性
　　態度の観点：
インターンシップ企業での勤務態度
　　その他の観点：
インターンシップ企業での責任感

◎ ○ ○ ◎ ◎

知能情報システム工学特
別講義

◎

MOT入門 専門職プログラムで開講するＭＯＴ(Management of
Technology：技術経営）科目の中から、一般の理工系大学生
向けにＭＯＴの概要を理解できるような内容のものを選んで
講義を行う。

　　知識・理解の観点：
ＭＯＴの概念を理解し、今日のわが国においてなぜそのような考え方が重要
視されているのか、わが国の産業・企業活動の活性化のためにどのような
方策が必要かを理解する。
　　思考・判断の観点：
理工系の学生にとって自分の専門分野の知識や技術を将来どのように生か
していくのかを主体的に考え、自らの立場において社会に役立つ技術の利
用の仕方を判断できるようにする。
　　関心・意欲の観点：
技術を活用している産業・企業の実態、さらには社会の動きや今後の動向
などに幅広く関心を持ち、自分の専門分野の知識・技術を活用していく方向
性を考えるようにする。

◎ ○ ○ ◎ ◎



特許法 法律・規則等により支えられている特許法、実用新案法、意
匠法、商標法に関する産業財産権法の概要を説明する。ま
た、国内外における知的財産に関する状況を説明する。

　　知識・理解の観点：
１．産業財産権法の概要を修得し、活用できる素地を身につける。
　　思考・判断の観点：
１．国内外の特許制度の概要を説明できる。
２．特許について、手続きの概要を理解し、特許性や抵触性の判断に関する
基本的事項を考察できる。
　　関心・意欲の観点：
１．知的財産の問題や情報に関心を持つ。

◎ ○ ○ ○ ◎

職業指導 本授業は職業指導の基本的な考え方・事項と課題について
説明する。

　　知識・理解の観点：
職業指導に関する基本的な事項と課題を説明できる。
　　思考・判断の観点：
職業指導に関する基本的な考え方について説明できる。

◎ ○ ○ ◎ ◎

判　定　す　る　項　目

例　卒業研究の達成度判定基準

発表技法に関する到達度判定

発表内容に関する到達度判定
判　定　す　る　項　目 判　 定

    

判　 定

    

総合的ＧＰ到達度判定方法（具体的に記述・箇条書き）
ＧＰ項目別到達度判定方法（具体的に記述・箇条書き）


